　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




【プログラム】
発達障害・専門講座４








講座№13204





アスペルガー症候群は治せるか


－昭和大学附属烏山病院での脳画像研究とデイケアの実践から－





期　　日：２０１3年 9月1４日（土）・1５日（日）


受講対象：教諭、養護教諭、保護者、学校関係者、保育、相談に関わる方、および関連の専門家


定　　員：８０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円（税込み）※昼食は各自でおとりください


会　　場：明治安田こころの健康財団　講義室　（※ 詳細地図は受講証に添付いたします）


〒171-0033 東京都豊島区高田3-19-10　 


ＪＲ山手線、東京メトロ東西線、西武新宿線｢高田馬場駅｣より徒歩約7分


主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団　電話03-3986-7021





昨年の本講座では脳科学の進歩についての紹介と、成人を対象とする発達障害デイケアの実践ワークショップを実施しました。この企画は参加の皆さまから支持をいただいたように思います。そこで今回は、基本的な流れはそのままに、昭和大学附属烏山病院における「治療的試み」を、脳画像研究とデイケアの実践から紹介することにしました。いささか挑戦的すぎるタイトルですが、意気込みとご理解ください。


アスペルガー症候群については、正確な情報が専門家であるべき医師の間でも共有されていないと、毎日の診療場面で痛切に思います。もう一つの発達障害であるADHDとの混同は診断基準の問題が大きいと思いますが、治療の方向性に影響するので重要です。まず正確に見分けることがあって、デイケアでの訓練が生きてくることを強調したいと思います。


本講座では脳科学研究で今何が問題になっているか、デイケアの実践はどこまで来たか、その到達点はどうかについて、当事者の体験談を交え、デイケアの実際を当事者の方にも加わっていただいて参加者の皆さんに体験していただこうと思います。　　　　　　　　　　　　　　　 　【 企画講師　加藤進昌 】


　



































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【昭和大学医学部教授　加藤進昌】








日程�
時　 間�
テ　ー　マ�
講　 師（敬称略）�
�
9


月


14


日


(土)�
13：00～14：00�
自閉症スペクトラム（ASD）の概念と脳科学�
昭和大学附属烏山病院長


公益財団法人神経研究所・晴和病院理事長


加藤　進昌�
�
�
14：10～15：10 �
脳の発達とASD


－脳画像研究でどこまで発達障害はわかったか－�
首都大学東京大学院


人文科学研究科言語科学教室　准教授


橋本　龍一郎�
�
�
15：20～16：20�
発達障害の臨床研究　－宿命と希望－�
神奈川県立精神医療センター芹香病院


診療科医長兼臨床研究室長


中村　元昭�
�
�
16：30～17：00�
質 疑 応 答�
出　席　講　師�
�
9


月


15日


(日)�
 9：00～ 9：40�
間違いだらけの発達障害診断


－ASDとADHDはどう見分けるか－�
（前　　　掲）


加藤　進昌�
�
�
 9：50～10：50�
当事者が語るアスペルガー障害者の能力開発


－キーポイントは自己認知と社会技能－�
就労・生活支援経験当事者


渡壁　典弘�
�
�
11：00～12：00�
成人の発達障害デイケアの実践�
昭和大学附属烏山病院臨床心理士


横井　英樹�
�
�
昼　　　　食　（各自でおとりください）�
�
�
13：00～15：00


（適宜休憩が入ります）�
ＡＳＤ就労支援の取り組みと実績�
昭和大学附属烏山病院精神保健福祉士 


五十嵐　美紀


�
�
�
�
ワークショップ


－プログラムを体験する－�
（前　　　掲）


司　会：横井　英樹�
�
�
15：10～16：00�
全 体 討 論　�
司　会：加藤　進昌


出　席　講　師�
�
　　　　＊一部講義のテーマ、講師など変更になる場合がございますので、予めご了承願います。








